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生衛組合活性化特集　～組合のさらなる魅力づくりへ～

特集１　未来を担う若手の声
■若手組合員 100 人アンケート
■若手組合員インタビュー
　愛知県理容生活衛生同業組合　佐々木　昂 氏
　山口県飲食業生活衛生同業組合　辻　博史 氏
　大阪府食鳥肉販売業生活衛生同業組合　宇田　章 氏

特集２　地域発！元気な組合活動
■組合取組事例
　宮城県中華飲食生活衛生同業組合
　福岡県美容生活衛生同業組合
　滋賀県社交飲食業生活衛生同業組合
　沖縄県飲食業生活衛生同業組合

特集３　熊本地震の現場から
　熊本県旅館ホテル生活衛生同業組合



組
合
を
知
っ
た
き
っ
か
け
は
、「
先

輩
経
営
者
や
同
僚
な
ど
の
経
営
者
仲

間
か
ら
聞
い
た
」
が
46
・
8
％
と
、

過
半
数
近
く
を
占
め
ま
し
た
。
次
い

で
、「
家
族
や
親
族
、
知
人
か
ら
聞
い

た
」（
27
・
3
％
）、「
公
庫
へ
の
融
資

相
談
の
際
に
窓
口
等
で
案
内
さ
れ
た
」

（
9
・
1
％
）
の
順
に
高
く
な
っ
て
い

ま
す
（
参
考
１
）。

　
組
合
に
加
入
し
た
動
機
は
、「
経
営

情
報
の
収
集
や
知
識
・
技
術
習
得
の
助

け
に
な
る
た
め
」
が
88
・
7
％
と
、
他

項
目
よ
り
大
幅
に
高
く
な
り
ま
し
た
。

若
手
組
合
員
は
、
組
合
に
蓄
積
さ
れ

て
い
る
経
営
や
技
術
の
情
報
を
提
供

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
期
待
感
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

次
い
で
、「
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
低

金
利
融
資
が
受
け
ら
れ
る
た
め
」（
24
・

0
％
）、「
先
輩
経
営
者
や
同
僚
な
ど
の

経
営
者
仲
間
と
の
交
流
・
情
報
交
換
が

で
き
る
た
め
」（
21
・
3
％
）
の
順
に

高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
参
考
２
）。

組
合
で
も
っ
と
行
っ
た
方
が
よ
い
と

思
う
活
動
や
サ
ー
ビ
ス
は
、「
各
種
共

済
・
保
険
・
割
引
制
度
の
充
実
」
が

38
・
7
％
と
、
最
も
高
く
な
り
ま
し

た
。
次
い
で
、「
従
業
員
の
採
用
支
援

に
関
す
る
助
言
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
」

（
24
・
7
％
）、「
先
輩
経
営
者
や
同
僚

な
ど
の
経
営
者
仲
間
と
の
交
流
・
情
報

交
換
の
機
会
の
企
画
・
実
施
」（
19
・

3
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
（
参
考
３
）。

若手組合員100人アンケート 
　生活衛生同業組合（以下「組合」）は、衛生水準の維持・向上を図り、消費者に安心・
安全なサービスを提供するため地域で活動する同業者団体です。組合では、毎年 11
月を「生活衛生同業組合活動推進月間」と定め、地域での役割をより一層発揮するた
め重点的な活動を展開しています。
　今回は、組合の未来を担う若手組合員の方にアンケートを実施し、組合活動に関す
る生の声を収集しましたのでご紹介します。

【
調
査
概
要
】

●
調
査
対
象

　

�

日
本
政
策
金
融
公
庫
（
国
民
生
活
事

業
）
の
支
店
が
創
業
時
に
振
興
事
業
貸

付
を
適
用
し
て
融
資
し
た
個
人
事
業
主

で
あ
っ
て
、
貸
付
日
か
ら
３
年
以
上
経

過
し
て
い
る
現
在
40
歳
未
満
の
方
（
回

答
数
１
５
４
名
）

●
調
査
方
法

　

郵
送
（
無
記
名
）
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

●
実
施
時
期

　

２
０
１
６
年
９
月

●
回
答
企
業
の
業
種
構
成

 

そば・
うどん店

0.6%

中華
料理店
1.3%

すし店
0.6%

料理店
7.8%

スナック、
バー等
1.3%

食堂、
居酒屋等

11.0%

喫茶店
2.6%

理容業
13.6%

美容業
61.0%

組
合
に
加
入
し
た
動
機

組
合
で
も
っ
と
行
っ
た
方
が

よ
い
と
思
う
活
動
や
サ
ー
ビ
ス

 

38.7%

24.7%

19.3%

18.0%

16.7%

16.0%

14.7%

14.0%

5.3%

2.0%

5.3%

21.3%

各種共済・保険・割引制度の充実

従業員の採用支援に関する助言、
ノウハウの提供

先輩経営者や同僚などの経営者仲間との
交流・情報交換の機会の企画・実施

個別の経営に関する相談、助言活動の充実

経営相談の際の専門家や
他機関を紹介するネットワーク機能

行政や他の関係団体との連携や交流、
意見交換の機会の企画・実施

地域独自企画の実施・充実
(商店街活性化のための地域イベント開催等)

組合員店舗の広報・ＰＲ活動のサポート

組合員への取引先紹介

原材料等の共同仕入の実施

その他

現状のままでよい

組
合
を
知
っ
た
き
っ
か
け
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自
店
の
経
営
課
題
は
、「
従
業
員
の

確
保
・
育
成
」
が
55
・
3
％
と
、
最
も

高
く
な
り
ま
し
た
。
前
述
の
「
組
合
で

も
っ
と
行
な
っ
た
方
が
よ
い
と
思
う
活

動
や
サ
ー
ビ
ス
」
に
お
い
て
も
、「
従

業
員
の
採
用
支
援
に
関
す
る
助
言
、
ノ

ウ
ハ
ウ
の
提
供
」
が
２
番
目
に
高
く

な
っ
て
お
り
、
従
業
員
の
確
保
に
関
連

し
た
項
目
が
、
経
営
課
題
と
支
援
ニ
ー

ズ
両
方
で
上
位
を
占
め
る
結
果
と
な
っ

て
い
ま
す
。
次
い
で
、「
事
業
の
拡
大（
経

営
多
角
化
、
新
分
野
へ
の
進
出
）（
38
・

7
％
）、「
お
店
の
知
名
度
を
高
め
る
た

め
の
取
り
組
み
」（
35
・
3
％
）
の
順

に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
参
考
４
）。

組
合
を
通
じ
て
今
後
実
現
し
た
い
こ

と
は
、「
組
合
員
向
け
福
利
厚
生
の
充

若手組合員100人アンケート 
　生活衛生同業組合（以下「組合」）は、衛生水準の維持・向上を図り、消費者に安心・
安全なサービスを提供するため地域で活動する同業者団体です。組合では、毎年 11
月を「生活衛生同業組合活動推進月間」と定め、地域での役割をより一層発揮するた
め重点的な活動を展開しています。
　今回は、組合の未来を担う若手組合員の方にアンケートを実施し、組合活動に関す
る生の声を収集しましたのでご紹介します。

自
店
の
経
営
課
題

組
合
を
通
じ
て

今
後
実
現
し
た
い
こ
と

 
 

88.7%

24.0%

21.3%

12.0%

2.0%

0.0%

2.7%

経営情報の収集や知識・
技術習得の助けになるため

日本政策金融公庫の
低金利融資が受けられるため

先輩経営者や同僚などの
経営者仲間との交流・情報

交換ができるため

各種共済(休業補償共済、
年金共済等)が利用できるため

各種割引(ＢＧＭ使用料、
ＮＨＫ受信料の割引等)

が利用できるため

原材料等の共同仕入
が出来るため

その他

 

55.3%

38.7%

35.3%

31.3%

28.0%

24.0%

20.0%

13.3%

8.0%

3.3%

従業員の確保・育成

事業の拡大
(経営多角化、新分野への進出)

お店の知名度を高めるための取り組み
(ＷＥＢサイトの作成、ＳＮＳの活用など

による広報活動以外)

資金繰り

ＷＥＢサイトの作成、
ＳＮＳの活用などによる広報活動

新商品・新サービスの開発、仕入先の開拓

高齢の顧客層の取り込み

業務効率化(コスト削減、
ＩＣＴ活用による店舗オペレーションの工夫等)

訪日外国人客の取り込み

その他

 

38.7%

24.7%

19.3%

18.0%

16.7%

16.0%

14.7%

14.0%

5.3%

2.0%

5.3%

21.3%

各種共済・保険・割引制度の充実

従業員の採用支援に関する助言、
ノウハウの提供

先輩経営者や同僚などの経営者仲間との
交流・情報交換の機会の企画・実施

個別の経営に関する相談、助言活動の充実

経営相談の際の専門家や
他機関を紹介するネットワーク機能

行政や他の関係団体との連携や交流、
意見交換の機会の企画・実施

地域独自企画の実施・充実
(商店街活性化のための地域イベント開催等)

組合員店舗の広報・ＰＲ活動のサポート

組合員への取引先紹介

原材料等の共同仕入の実施

その他

現状のままでよい

 

 

先輩経営者や
同僚などの

経営者仲間から
聞いた
46.8%

家族や親族、
知人から聞いた

27.3%

公庫への融資
相談の際に窓口
等で案内された

9.1%

開業にあたって
相談した税理
士、コンサルタン
ト等から聞いた

7.8%

保健所や行政の
窓口等で案内

された
6.5%

その他
2.6%

【参考２】　組合に加入した動機（複数回答）　

【参考４】　自店の経営課題（複数回答）　
【参考３】　組合でもっと行なった方が良いと
　　　　 　思う活動やサービス（複数回答）　

【参考１】　組合を知ったきっかけ
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実
」
が
56
・
7
％
と
、
最
も
高
く
な

り
ま
し
た
。
次
い
で
、「
経
営
に
役
立

つ
各
種
情
報
の
収
集
と
組
合
員
に
対

す
る
情
報
提
供
、
相
談
機
能
の
強
化
」

（
28
・
7
％
）、「
同
業
者
・
他
の
業
種
（
団

体
）
と
講
習
す
る
機
会
の
企
画
・
実
施
」

（
28
・
0
％
）
の
順
に
高
く
な
っ
て
い

ま
す
（
参
考
５
）。

最
後
に
、
組
合
に
加
入
し
て
良
か
っ

た
こ
と
や
、
加
入
し
た
感
想
に
つ
い
て
、

若
手
組
合
員
か
ら
の
生
の
声
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
組
合
活
動
を
評
価
す
る
声
が

多
い
一
方
、
組
合
の
活
動
内
容
を
知
ら

な
か
っ
た
り
、
活
動
内
容
の
改
善
を
指

摘
す
る
声
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
若

手
組
合
員
の
声
が
、
今
後
の
組
合
活
動

を
進
め
て
い
く
中
で
参
考
と
な
れ
ば
幸

い
で
す
（
参
考
６
、７
）。

本
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
若
手
組
合
員
の
皆
様
、
お
忙
し
い
と

こ
ろ
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

 

56.7%

28.7%

28.0%

27.3%

24.0%

9.3%

4.0%

組合員向け福利厚生の充実

経営に役立つ各種情報の収集と組合員に対する
情報提供、相談機能の強化

同業者・他の業種(団体)と講習する
機会の企画・実施

商店街イベントなど地域の
活性化につながる取り組みの強化

業界の発展・振興につながる
広報活動や組合全体での社会貢献活動の実施

組合組織の活性化、活動しやすい環境づくり、
組合加入促進に向けたＰＲ活動

その他

【参考５】　組合を通じて今後実現したいこと（複数回答）

【参考７】　組合に加入した感想等（自由記述） 【参考６】　組合に加入して良かったこと（自由記述）

●起業は分からない事が多いので、気軽に質問でき
るところが心強かった。
●事業の相談などを聞いてくれたり、アドバイスし
てもらえることが助かる。
●今まであまり活動に関わる機会がなかったので、
もっと組合のことをよく知り参加していけたら
良いと思った。
●組合に加入しているが、組合という組織や加入す
るメリットがよくわからない。
●金利以外のメリットをあまり知らなかった。もっ
と広くアピールしていいと思う。
●融資を低金利で受けるための加入と感じた。もっ
と加入したメリットを感じられる活動が必要だ
と思う。
●組合の広報紙が毎月届くが、その中に公庫のチラ
シが入っており、追加融資の相談ができることを
知り役に立った。
●年齢が上の方が組合を運営している印象。もっと
若い人が参加していかなくてはいけないのでは。

●組合に加入したことで、他店の方との交流や意見
交換が出来るようになり、今までなかった取り組
みやイベントを行えるようになった。
●先輩との交流により、土地の歴史や文化、客層と
その変化など生の声を聴くことができ、大変勉強
になった。
●同じ志をもつ仲間や人生の大先輩と知り合うこ
とができ、飲み会や趣味の時間を一緒に過ごすこ
とで悩みやストレスがやわらいだ。
●１人で経営していても様々な情報が送られてく
るので安心して経営に専念できる。
●営業中の事故・トラブル等の保険に安い掛金で加
入でき安心した。
●税金や経営で分からない事がある時に親切に教
えてもらえた。
●従業員採用時の事務手続のサポートをしてもら
うことができた。
●組合員だけが受講できる講習を受けられた。
●起業する時に、低金利の融資制度をはじめ様々な
情報を教えてもらえた。

若
手
組
合
員
か
ら
の
声
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―�

組
合
を
知
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

私
の
両
親
が
組
合
加
盟
の
理
容
室
を

営
ん
で
い
た
た
め
、
組
合
が
理
容
技
術

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
競
技
会

も
頻
繁
に
開
催
す
る
な
ど
良
い
環
境
が

あ
る
こ
と
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。
私
が

理
容
師
に
な
る
と
決
め
た
時
も
、
両
親

か
ら
全
理
連
中
央
講
師
の
石
黒
さ
ん
を

紹
介
し
て
も
ら
い
、
そ
の
素
晴
ら
し
い

技
術
に
触
れ
、
同
氏
が
経
営
す
る
組
合

加
盟
の
店
舗
で
修
業
す
る
こ
と
に
決
め

ま
し
た
。
色
々
と
勉
強
し
、
環
境
に
恵

ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
は
愛
知
県

組
合
の
本
部
講
師
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

―�

活
動
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

本
部
講
師
に
就
任
し
て
か
ら
、
各
支

部
で
の
講
習
活
動
や
、
理
容
競
技
大
会

な
ど
組
合
行
事
の
運
営
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
競
技
大
会
に
出
場
す
る

後
輩
に
対
し
、
月
に
１
〜
２
回
集
ま
っ

て
カ
ッ
ト
の
時
間
計
測
や
意
見
交
換
を

行
う
な
ど
、
後
進
の
育
成
・
指
導
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

―�

活
動
を
通
じ
て
ご
自
身
に
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

自
分
よ
り
経
験
・
知
識
が
豊
富
な
先

輩
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
色
々
な
話

を
聞
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
技
術

だ
け
で
な
く
、
サ
ロ
ン
で
扱
っ
て
い
る

道
具
や
薬
剤
な
ど
の
情
報
を
教
え
て
も

ら
え
た
り
、
挨
拶
、
言
葉
遣
い
、
礼
儀

作
法
、
立
ち
振
る
舞
い
な
ど
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が

お
客
様
へ
の
接
客
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

―�
活
動
で
苦
労
し
た
こ
と
・
課
題
と

し
て
感
じ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

活
動
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
苦
労
を

し
た
と
い
う
と
い
う
こ
と
は
特
に
あ
り

ま
せ
ん
。
少
し
休
日
が
減
る
・
・
・
と

い
う
く
ら
い
で
（
笑
）。

逆
に
、
私
自
身
ま
だ
ま
だ
勉
強
が
必

要
で
、
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
主
な
課
題
は
、
覚
え
た
技

術
・
知
識
を
組
合
員
の
皆
様
に
わ
か
り

や
す
く
、
か
つ
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
講

習
が
出
来
る
か
ど
う
か
で
す
。「
楽
し

む
」
＝
「
興
味
を
持
ち
や
す
い
」
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
し
、「
仕
事
は
楽
し
く
」

が
私
の
信
条
で
も
あ
り
ま
す
。
他
に
も

課
題
は
山
積
み
で
す
が
、
向
上
心
を

持
っ
て
努
力
し
続
け
、
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
な
け
れ
ば
乗
り
越
え
て
い
け
る

と
思
い
ま
す
。

―�

活
動
を
通
じ
て
今
後
実
現
し
た
い

こ
と
は
何
で
す
か
。

講
師
と
し
て
は
、
後
進
を
育
成
し
て

競
技
大
会
へ
の
出
場
人
数
を
増
や
し
、

全
国
大
会
で
の
愛
知
県
選
手
の
活
躍
を

多
く
見
た
い
で
す
。
私
個
人
と
し
て
は
、

店
長
と
し
て
店
舗
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
経

験
を
積
み
、
将
来
的
に
は
創
業
す
る
こ

と
が
夢
で
す
ね
。

「若手組合員 100人アンケート」では、組合を知ったきっかけや加入
動機、組合活動を通じて実現したいことなどをご覧いだきました。こ
のコーナーでは、実際に組合活動を担っている若手組合員の方の声に
フォーカスしてご紹介します。

理容技術の向上に全力投球！
愛知県理容生活衛生同業組合 教育部 本部講師

佐
さ さ き

々木　昂
こう

 氏
1986 年生まれ（ 30 歳）。2005 年に（有）ISHIGUROに入社し、全

理連中央講師 石黒知樹氏に師事、同氏が経営する理容店の店長を務める。
組合主催の第 64回全国理容競技大会第二部門において敢闘賞５位入賞。
2016年度より愛知県理容生活衛生同業組合教育部本部講師に就任。
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―�

組
合
を
知
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

あ
る
企
業
団
体
の
集
ま
り
で
、
山
口

県
飲
食
組
合
下
関
支
部
長
の
青
木
さ
ん

と
知
り
合
い
、
組
合
の
活
動
な
ど
を
教

え
て
も
ら
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

当
時
は
、
ま
だ
創
業
し
て
２
、３
年
程

度
で
経
験
・
同
業
種
の
仲
間
と
も
少
な

く
、
色
々
と
情
報
交
換
や
相
談
が
で
き

る
仲
間
が
集
ま
る
組
合
は
、
と
て
も
刺

激
的
だ
と
感
じ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。―�

活
動
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

組
合
で
は
、
数
年
前
か
ら
常
任
理
事

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
先
輩
理
事

か
ら
色
々
と
学
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。ま

た
、
広
報
委
員
長
も
拝
命
し
、
組

合
活
動
を
組
織
内
外
へ
広
く
発
信
で
き

る
よ
う
、
様
々
な
活
動
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
活
動
の
様
子
を
写
真
撮
影
し
、

総
会
な
ど
で
映
像
に
ま
と
め
て
皆
さ
ま

へ
ご
覧
い
た
だ
く
の
も
大
切
な
私
の
役

目
で
す
。

―�

活
動
を
通
じ
て
ご
自
身
に
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

経
営
相
談
や
共
済
事
業
な
ど
直
接
的

な
メ
リ
ッ
ト
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す

が
、
や
は
り
「
仲
間
づ
く
り
」
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
先
輩
経
営
者
・
同
世

代
と
の
交
流
を
通
じ
、
情
報
交
換
や
経

営
者
な
ら
で
は
の
悩
み
に
つ
い
て
相
談

で
き
る
こ
と
は
と
て
も
有
り
難
い
こ
と

で
す
。
特
に
先
輩
経
営
者
か
ら
は
、
街

の
歴
史
や
市
政
か
ら
、
人
と
人
と
の
繋

が
り
の
大
切
さ
な
ど
多
く
の
こ
と
を
教

え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

―�

活
動
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
よ
う
な
若
手
は
、
ま
だ
ま

だ
経
営
的
に
も
資
金
的
に
も
不
安
定
な

部
分
が
多
い
の
も
現
実
で
す
。
ど
う
し

て
も
視
野
が
狭
く
、
目
の
前
の
自
分
の

こ
と
で
精
一
杯
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。
で
も
、
も
う
一
歩
、
少
し
だ
け

努
力
し
て
、
地
域
や
組
織
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
で
色
々
な
こ
と
が
見
え
て
き

て
視
野
も
拡
が
り
ま
す
。
組
合
の
青
木

支
部
長
の
言
葉
で
好
き
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。「
組
合
の
発
展
は
お
店
の
発
展
。

人
の
お
世
話
は
自
分
磨
き
」。
ま
さ
に
、

組
合
活
動
は
自
分
磨
き
で
も
あ
る
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

―�

活
動
を
通
じ
て
今
後
実
現
し
た
い

こ
と
は
何
で
す
か
。

街
全
体
が
も
っ
と
同
じ
方
向
に
向

か
っ
て
ま
と
ま
っ
た
ら
、
下
関
と
い
う

街
は
全
国
か
ら
人
を
集
め
ら
れ
る
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
歴
史
が
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

韓
国
・
ア
ジ
ア
に
も
近
く
、
関
門
海
峡

を
中
心
に
三
方
海
に
囲
ま
れ
山
も
近
い

で
す
。
私
た
ち
飲
食
業
に
携
わ
る
経
営

者
が
組
合
活
動
を
通
じ
て
も
っ
と
も
っ

と
一
つ
に
ま
と
ま
り
、
活
気
あ
る
街
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
目
標
で
す
。

街
を
創
る
の
は
市
長
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
、
若
手
の
飲
食
業
者

が
「
ど
う
い
う
店
づ
く
り
を
し
た
い
か
」

と
い
う
夢
が
集
ま
っ
て
街
や
雰
囲
気
が

創
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

う
し
た
声
が
街
に
届
く
よ
う
に
し
っ
か

り
組
合
活
動
を
通
じ
て
地
域
貢
献
す
る

こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

個
人
的
に
は
、
若
者
が
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
よ
う
な
複
数
の
飲
食
店
が
集
う

総
合
施
設
を
創
り
た
い
で
す
ね
！

「仲間づくり」が組合の醍醐味！
山口県飲食業生活衛生同業組合 下関支部青年部

辻
つじ

　博
ひろふみ

史 氏　株式会社MaazelCorporation 代表取締役
1976 年生まれ（40 歳）。オーナーバーテンダーとして 2004 年（当時

28 歳）にバーをオープン。「混ぜ合わせる」技術と経験を 10 年間積み重
ねた後、野菜ソムリエの資格を取得し、2013 年には山口県初となる日本野
菜ソムリエ認定レストランとして、スムージーとスープの専門店「Maazel 
Maazel」をオープン。砂糖不使用・無添加で 34種類の野菜や日本の伝統発
酵食品「米こうじ」を加えた独自の酵素スムージーとスープで全国展開を視
野に、地元山口県や福岡県の小倉・博多駅でイベントなどを定期的に開催。
主なメニューは、ナチュラル（野菜）スムージー 3種類／ライト（果物）スムー
ジー14種類／スープスムージー6種類／オリジナルドレッシング1種類他。

研修会、イベント開催の様子
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え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
個
々
の
店
舗

で
は
対
応
が
難
し
い
状
況
で
も
、
組
合

と
い
う
組
織
は
大
変
頼
り
に
な
る
し
、

青
年
部
と
し
て
も
で
き
る
こ
と
は
あ
る

と
強
く
実
感
し
ま
し
た
。

―�

活
動
を
通
じ
て
今
後
実
現
し
た
い

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

今
後
も
青
年
部
が
組
合
の
最
前
線
で

活
動
す
る
こ
と
で
、
組
合
の
活
性
化
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。組

合
の
活
性
化
に
は
若
手
の
力
が
必

要
で
す
。
青
年
部
と
し
て
も
、
若
手
の

意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
り
、
後

輩
を
し
っ
か
り
と
育
成
す
る
こ
と
を
通

じ
て
、
組
合
活
動
を
支
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

 全国大会の懇親会でふるまわれた「鶏すき焼き」

―�

組
合
を
知
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

私
の
父
が
経
営
す
る
法
人
が
、
大
阪

食
鳥
組
合
に
加
入
し
て
お
り
、
父
か
ら

組
合
の
活
動
内
容
な
ど
を
教
え
て
も

ら
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

２
０
０
１
年
に
、
組
合
が
将
来
を
担

う
若
い
力
を
育
成
す
る
た
め
に
青
年
部

を
創
設
し
た
と
聞
き
、
当
時
40
歳
で
組

合
青
年
部
に
加
入
し
ま
し
た
。

加
入
後
は
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
経

験
を
積
み
、
今
年
か
ら
青
年
部
会
長
を

務
め
て
い
ま
す
。
若
手
の
意
見
を
取
り

ま
と
め
、
組
合
活
動
に
活
か
し
て
い

く
こ
と
が
私
の
役
割
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。―�

活
動
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

毎
年
、
青
年
部
と
し
て
若
手
組
合
員

向
け
に
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す　

こ
の
研
修
会
は
、
業
界
を
取
り
巻
く

環
境
や
最
新
ト
ピ
ッ
ク
な
ど
の
情
報
提

供
と
、
懇
親
の
場
を
設
け
て
、
若
手
組

合
員
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
を
醸
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
全
鳥
連
青
年
部
の
全

国
大
会
を
大
阪
市
で
開
催
し
た
際
は
、

大
会
の
テ
ー
マ
設
定
や
当
日
の
研
修
会

の
講
師
選
定
な
ど
の
企
画
と
当
日
の
運

営
を
行
い
ま
し
た
。

今
ま
で
の
経
験
か
ら
「
若
手
の
意
見

こ
そ
重
要
」
と
感
じ
て
い
た
の
で
、
後

輩
と
の
意
見
交
換
を
密
に
し
、
意
見
を

取
り
入
れ
、
青
年
部
一
丸
と
な
っ
て
取

組
ん
だ
こ
と
で
、
大
会
は
成
功
で
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

―�

青
年
部
で
の
活
動
で
強
く
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

２
０
０
４
年
１
月
に
、
国
内
で
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
ま
し
た
。　

２
月
に
は
終
息
宣
言
が
出
さ
れ
た
も

の
の
、
風
評
被
害
に
よ
り
組
合
員
店
舗

の
売
上
は
減
少
し
、
経
営
が
厳
し
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
組
合
は
緊
急
情
報

交
換
会
を
開
催
し
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
へ
の
対
応
と
対
策
に
つ
い
て
協
議

し
、
鶏
肉
の
消
費
回
復
に
向
け
た
活
動

を
行
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

青
年
部
と
し
て
も
、
大
阪
市
で
開
催

し
た
「
鶏
肉
消
費
回
復
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

に
参
加
し
、
鶏
肉
５
，
０
０
０
パ
ッ
ク

の
無
料
配
布
を
行
っ
た
り
、
福
祉
施
設

な
ど
へ
鶏
肉
の
寄
贈
を
行
う
な
ど
、
安

全
性
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
な
ど
の
結
果
、
事

態
は
収
束
に
向
か
い
、
徐
々
に
鶏
肉
の

消
費
は
回
復
し
、
こ
の
危
機
を
乗
り
越

若手の力で組合活動を支える！
大阪府食鳥肉販売業生活衛生同業組合　青年部会長

宇
う だ

田　章
あきら

 氏　株式会社鳥白本店　取締役
1961 年生まれ（55歳）。1987 年に父が経営する株式会社鳥白本店に入

社し、現在は取締役を務める。2001 年に組合青年部に参加し、2016 年か
ら青年部会長に就任。青年部の役割は、「後輩の育成」と「若手の意見を採
用すること」という信念のもと、組合の活性化に向けて取組んでいる。
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―�「
仙
台
マ
ー
ボ
ー
焼
き
そ
ば
」
誕

生
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
仙
台
マ
ー
ボ
ー
焼
そ
ば
」
誕
生

の
き
っ
か
け
は
、
２
０
１
３
年
３
月

に
放
送
さ
れ
た
ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
を

紹
介
す
る
全
国
放
送
の
テ
レ
ビ
番
組

で
、
仙
台
市
内
の
組
合
員
店
舗
の
メ

ニ
ュ
ー
の
一
つ
で
あ
っ
た
マ
ー
ボ
ー

焼
そ
ば
が
、「
仙
台
市
民
の
ソ
ウ
ル

フ
ー
ド
」
と
大
々
的
に
紹
介
さ
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。　
　

し
か
し
、
実
際
は
マ
ー
ボ
ー
焼
そ

ば
を
提
供
す
る
中
華
料
理
店
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
た

店
舗
で
さ
え
も
、
一
日
に
一
食
か
二

食
出
る
程
度
の
マ
イ
ナ
ー
な
料
理
で

し
た
。
そ
の
た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に

は
、「
ど
こ
の
お
店
で
食
べ
ら
れ
る

の
か
」、「
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
け

ど
食
べ
て
み
た
い
」
と
い
う
書
き
込

み
が
溢
れ
、
放
送
の
翌
日
か
ら
仙
台

市
内
の
中
華
料
理
店
に
は
、「
マ
ー

ボ
ー
焼
そ
ば
は
あ
り
ま
す
か
」
と
い

う
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
、
反
響
は

次
第
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
状
況
の
な
か
、
テ
レ
ビ
番
組

で
紹
介
さ
れ
た
店
舗
を
中
心
と
し
た

若
手
組
合
員
達
か
ら
、「
仙
台
の
中

華
料
理
店
に
注
目
が
集
ま
る
今
を

チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
組
合
と
し
て

本
当
の
仙
台
名
物
に
し
よ
う
」
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は

実
現
に
疑
問
を
持
つ
声
も
あ
が
り
ま

し
た
が
、
組
合
内
で
議
論
を
重
ね
、

「
マ
ー
ボ
ー
焼
き
そ
ば
を
新
た
な
ご

当
地
グ
ル
メ
と
し
て
育
て
、
地
域
や

組
合
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
と

い
う
思
い
で
ま
と
ま
り
、
組
合
は
こ

の
新
し
い
取
組
み
を
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
組
合
の
考
え
に
共
感
し

て
い
た
だ
い
た
、
仙
台
市
の
地
元
の

お
い
し
い
も
の
を
Ｐ
Ｒ
す
る
伊
達
美

味
（
だ
て
う
ま
）
事
業
部
等
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
若
手
組
合
員
を

中
心
と
し
た
「
仙
台
マ
ー
ボ
ー
焼
そ

ば
推
進
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。委

員
会
で
は
、
認
定
ル
ー
ル
や
コ

ン
セ
プ
ト
等
を
協
議
し
、
２
０
１
３

年
10
月
に
は
、「
新
仙
台
名
物
を
目

指
す
、
仙
台
マ
ー
ボ
ー
焼
そ
ば
」
と

し
て
大
々
的
に
試
食
発
表
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
の
方
の
協
力
も

あ
り
、当
初
は
幻
だ
っ
た
「
仙
台
マ
ー

ボ
ー
焼
そ
ば
」
は
誕
生
し
ま
し
た
。

―�「
仙
台
マ
ー
ボ
ー
焼
き
そ
ば
」

の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
仙
台
マ
ー
ボ
ー
焼
そ
ば
」
を
名

乗
る
に
は
、
３
つ
の
ル
ー
ル
が
あ
り

ま
す
。

生
活
衛
生
同
業
組
合
は
、

生
衛
業
者
の
身
近
な
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
、
地
域
や
業
界

の
活
性
化
を
図
る
た
め
に

様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
生
活
衛
生

同
業
組
合
が
行
っ
て
い
る
特

徴
的
な
取
組
み
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

若手組合員のアイディアを全力サポート！
～ご当地グルメで地域活性化～　
宮城県中華飲食生活衛生同業組合

仙台マーボー焼きそば試食発表会の様子

  ▶ 組合取組事例

組合が若手組合員のアイディアをサポートし、地域活性化に結びつい
た「新ご当地グルメ　仙台マーボー焼きそば」の事例をご紹介します。
ご当地グルメ誕生までの道のりや普及に向けたＰＲ活動などについて、
宮城県中華飲食生活衛生同業組合にお話を伺いました。
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①
マ
ー
ボ
ー
を
使
い
具
は
豆
腐
に

限
定
し
な
い

②
麺
は
焼
く
か
揚
げ
た
も
の
と
す

る
③
組
合
の
認
定
人
Ｍ
ｒ
．
Ｃ
ｈ
ｉ

ｎ
が
認
定
し
た
も
の
と
す
る

①
と
②
の
ル
ー
ル
は
、
調
理
に
つ

い
て
詳
細
な
取
決
め
を
し
な
い
こ
と

で
、
提
供
す
る
お
店
独
自
の
商
品
を

提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
中

華
料
理
の
魅
力
を
幅
広
く
発
信
で
き

る
と
考
え
設
定
し
ま
し
た
。
③
の

ル
ー
ル
は
、
認
定
人
と
い
う
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
作
る
こ
と
で
、
組
合
に
親

し
み
を
持
っ
て
も
ら
い
、
Ｐ
Ｒ
に
つ

な
げ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
設
定
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
組
合
の
認
定
人
は
、「
仙

台
マ
ー
ボ
ー
焼
き
そ
ば
」
を
認
定
す

る
た
め
に
、
提
供
す
る
お
店
全
て
の

商
品
を
実
食
し
、
味
や
調
理
方
法
、

盛
り
付
け
に
至
る
ま
で
を
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
。
そ
し
て
、
認
定
店
の
証

と
な
る
「
認
定
フ
ラ
ッ
グ
」
が
あ
る

お
店
で
の
み
提
供
で
き
る
仕
組
み
を

作
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
仙
台
マ
ー

ボ
ー
焼
そ
ば
」
を
商
標
登
録
す
る
こ

と
で
ブ
ラ
ン
ド
力
を
強
化
し
、
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

―�

Ｐ
Ｒ
活
動
を
進
め
る
な
か
で
苦

労
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

「
仙
台
マ
ー
ボ
ー
焼
そ
ば
」
は
メ

デ
ィ
ア
先
行
で
生
ま
れ
た
た
め
、
地

元
の
名
物
と
し
て
確
立
す
る
た
め
の

文
化
や
歴
史
に
欠
け
て
い
ま
し
た
。

突
然
「
新
仙
台
名
物
」
を
名
乗
っ
て

も
地
元
の
皆
さ
ま
に
認
め
て
頂
く
に

は
、
地
道
な
取
組
み
と
長
い
時
間
が

必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

一
方
、
こ
の
状
況
を
後
押
し
し
て

く
れ
る
の
は
、
や
は
り
メ
デ
ィ
ア
の

存
在
で
す
。
組
合
で
は
従
来
か
ら
メ

デ
ィ
ア
へ
の
情
報
発
信
を
粘
り
強
く

行
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、「
仙
台

マ
ー
ボ
ー
焼
き
そ
ば
」
に
、「
嘘
か

ら
生
ま
れ
た
新
名
物
」、「
こ
こ
３
年

で
グ
ン
と
き
た
名
物
」
と
い
っ
た
特

異
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
付
け
、

こ
の
取
組
み
を
「
お
も
し
ろ
い
」
と

丁
寧
に
好
感
を
持
っ
て
紹
介
し
て
い

た
だ
く
事
が
多
く
あ
り
ま
す
。
お
か

げ
さ
ま
で
、
少
し
ず
つ
で
す
が
、
地

元
の
皆
さ
ま
に
も
認
知
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

―�

今
回
の
組
合
活
動
を
通
じ
て
、ど

の
よ
う
な
効
果
が
出
て
い
ま
す

か
。

メ
デ
ィ
ア
等
で
の
露
出
も
増
え
、

飲
食
店
で
の
取
扱
い
の
ほ
か
、
大
手

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
製
麺
会

社
、ゆ
う
パ
ッ
ク
等
か
ら
「
仙
台
マ
ー

ボ
ー
焼
そ
ば
」
の
商
品
化
の
提
案
を

受
け
発
売
さ
れ
た
こ
と
で
、
知
名
度

の
向
上
に
大
き
く
つ
な
が
り
ま
し

た
。２

０
１
４
年
に
は
仙
台
市
民
の

マ
ー
ボ
ー
焼
き
そ
ば
フ
ァ
ン
の
方
々

が
立
ち
上
げ
た
「
仙
台
マ
ー
ボ
ー
焼

そ
ば
研
究
会
」
が
発
足
し
、
地
域
の

お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
「
仙
台

マ
ー
ボ
ー
焼
そ
ば
」
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
組
合
と
し
て
も
こ
の
よ
う
な

動
き
を
歓
迎
し
て
お
り
、
ご
当
地
グ

ル
メ
と
し
て
の
普
及
・
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。さ

ら
に
、「
仙
台
マ
ー
ボ
ー
焼
そ

ば
」
を
提
供
し
た
い
と
い
う
理
由
で
、

組
合
加
入
の
申
し
込
み
が
増
え
た
の

は
大
き
な
成
果
で
す
。
ご
当
地
グ
ル

メ
の
開
発
が
、
組
合
員
の
増
加
や
組

合
員
店
舗
の
売
上
増
加
に
つ
な
が
る

こ
と
で
、
組
合
の
活
性
化
に
結
び
つ

い
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
回
の
活
動
を
通
じ
て
、「
組
合

が
何
を
し
て
く
れ
る
の
か
」
で
は
な

く
「
組
合
で
何
が
で
き
る
か
」
に
意

識
を
変
え
て
行
動
す
る
こ
と
で
、
組

合
は
身
近
な
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
無

限
大
の
役
割
を
発
揮
す
る
事
が
で
き

る
と
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

仙台マーボー焼きそばの認定人　Ｍｒ．Ｃｈｉｎ

認定店の証である認定フラッグ

生活衛生だより　2016. 11　No.183　8

特集２　地域発！元気な組合活動



―�

組
合
の
組
織
力
強
化
に
向
け
た

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

組
合
は
、
こ
れ
ま
で
衛
生
水
準
の

向
上
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

美
容
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
組
合
員
の

経
営
安
定
に
向
け
た
情
報
提
供
な

ど
、
様
々
な
役
割
を
発
揮
し
て
き
ま

し
た
。

そ
の
一
方
で
、
近
年
は
組
合
員
の

高
齢
化
等
に
よ
り
、
組
合
員
数
の
減

少
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
危
機

感
を
感
じ
、
組
合
組
織
を
次
世
代
へ

残
し
、
引
き
続
き
生
衛
業
者
や
地
域

に
貢
献
し
て
い
く
た
め
に
は
、
組
合

の
組
織
力
強
化
が
不
可
欠
だ
と
考
え

た
こ
と
が
活
動
の
き
っ
か
け
で
す
。

―�

組
織
力
強
化
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

組
織
力
強
化
に
は
、
組
合
の
次
世

代
を
担
う
新
規
加
入
者
の
獲
得
が
重

要
と
考
え
、
平
成
22
年
か
ら
「
組
合

加
入
促
進
活
動
」
を
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
よ
り
効
果
的
な
活
動
を
行
う

た
め
に
協
議
を
重
ね
、
新
規
加
入
者

の
獲
得
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
課
題

が
あ
る
こ
と
に
た
ど
り
つ
き
ま
し

た
。

①
組
合
加
入
メ
リ
ッ
ト
の
不
透
明
感

②
組
合
費
の
負
担
感

③
組
合
行
事
等
へ
の
負
担
感

④�

店
休
日
や
施
術
料
金
に
規
制
が

あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る

⑤�

組
合
で
加
入
促
進
活
動
を
行
う

上
で
の
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足

①
に
つ
い
て
は
、
組
合
の
メ
リ
ッ

ト
や
必
要
性
を
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
た
め
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
織
り

交
ぜ
、
デ
ザ
イ
ン
性
を
重
視
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
作
成
し
ま

し
た
。

ま
た
、
組
合
員
店
舗
の
集
客
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
組
合
加
入
店
舗

で
あ
れ
ば
一
定
の
水
準
以
上
の
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す

る
一
般
消
費
者
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
組
合

加
入
店
舗
で
あ
る
こ
と
を
示
す
ス

テ
ッ
カ
ー
を
作
成
す
る
な
ど
、
幅
広

い
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
に
つ
い
て
は
、
組
合
費
を
加
入

後
一
年
間
は
通
常
に
比
べ
て
低
い
、

月
額
１
，
０
０
０
円
と
す
る
割
引

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
組
合
費

の
負
担
感
を
減
ら
し
ま
し
た
。

③
に
つ
い
て
は
、
加
入
後
一
年
間

は
支
部
の
役
員
や
当
番
を
免
除
し
て

も
ら
う
よ
う
支
部
へ
協
力
を
依
頼
し

ま
し
た
。
②
と
③
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
は
加
入
し
た
一
年
間
で
組
合
の
意

義
や
必
要
性
を
感
じ
て
も
ら
い
、
組

合
活
動
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の

取
組
み
で
す
。

こ
れ
に
は
、
既
存
の
組
合
員
の
負

担
が
増
す
と
い
う
側
面
も
あ
る
た

め
、
各
支
部
へ
組
合
加
入
促
進
の
必

要
性
や
業
界
の
現
状
に
つ
い
て
粘
り

強
く
説
明
し
、
趣
旨
を
理
解
し
て
も

ら
え
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

一般消費者向けリーフレット

  ▶ 組合取組事例

組合という財産を次世代へつなぐ
福岡県美容生活衛生同業組合

福岡県美容生活衛生同業組合では、生衛業者や地域への貢献をこれか
らも続けていくために「組合加入促進活動」を通じて、組合の組織力強
化に取組んでいます。取組みを始めたきっかけや活動内容についてお話
を伺いました。

組合加入店ステッカー
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④
に
つ
い
て
は
、
日
本
公
庫
や
保

健
所
等
の
関
係
団
体
向
け
に
、
組
合

に
規
制
が
無
い
こ
と
や
組
合
活
動
を

伝
え
る
説
明
会
を
開
催
し
、
連
携
の

強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。　

関
係
団
体
に
組
合
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
組
合
加
入
促
進

に
結
び
つ
い
て
い
く
と
考
え
て
い
ま

す
。⑤

に
つ
い
て
は
、
加
入
促
進
活
動

を
行
う
専
門
人
員
を
１
名
か
ら
３
名

に
増
員
し
、
組
合
未
加
入
者
へ
の
Ｐ

Ｒ
活
動
に
注
力
で
き
る
体
制
を
整
備

し
ま
し
た
。

―�

活
動
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
な

効
果
が
出
て
い
ま
す
か
。

加
入
促
進
に
取
組
ん
だ
結
果
、
平

成
22
年
度
時
点
で
１
，
９
０
３
名

だ
っ
た
組
合
員
数
は
、
平
成
27
年

度
時
点
で
は
４
２
０
名
増
加
の
２
，

３
２
３
名
と
な
り
ま
し
た
。　

ま
た
、
関
係
団
体
向
け
に
説
明
会

等
の
開
催
を
継
続
し
て
行
っ
た
こ
と

で
、
組
合
加
入
者
の
紹
介
が
徐
々
に

増
え
、
今
で
は
年
間
１
２
０
件
程
の

紹
介
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
加
入
促
進
活
動
に
よ
る

新
規
加
入
に
積
極
的
で
は
な
か
っ
た

既
存
組
合
員
の
意
識
改
革
に
も
つ
な

が
り
、「
組
合
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
」

と
い
う
目
標
に
向
け
て
、
組
合
が
一

丸
と
な
っ
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

―�

ほ
か
に
は
ど
の
よ
う
な
取
組
み

を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

当
組
合
で
は
、
美
容
専
門
学
校
の

運
営
を
通
じ
て
、
将
来
の
美
容
業
の

担
い
手
の
育
成
や
業
界
の
発
展
に
向

け
取
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、
美
容
業
界
が
抱
え
る
人
材

不
足
と
い
う
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
組
合
員
の
人
材
採
用
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
組
合
員
を
対
象
に
、

学
生
が
就
職
先
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト
を

伝
え
る
説
明
会
を
開
催
し
、
採
用
活

動
を
行
う
際
の
参
考
と
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
に
は
各
美

容
室
の
求
人
状
況
や
勤
務
形
態
等
に

つ
い
て
、
美
容
業
経
営
者
に
直
接
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
開
催
し
て
お
り
、
就
職
先
を

選
ぶ
重
要
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。組

合
が
美
容
室
と
学
生
の
橋
渡
し

役
と
な
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
情
報

交
換
が
積
極
的
に
行
わ
れ
、
ス
ム
ー

ズ
な
人
材
採
用
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。―�

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

当
組
合
は
、
安
心
・
安
全
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
業
界

の
発
展
に
取
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
、
以
下
の
４
点
を

理
念
と
し
て
今
後
も
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

①�

一
般
消
費
者
へ
の
組
合
活
動
の

周
知
拡
大

組
合
の
役
割
や
衛
生
管
理
の
重
要

性
を
伝
え
、
美
容
室
を
選
ぶ
際
に
組

合
員
店
舗
か
ど
う
か
を
基
準
に
し
て

い
た
だ
く
。

②�

組
合
員
意
識
の
改
革　

組
合
の
現
状
や
活
動
の
方
向
性
を

共
有
し
、
組
合
が
一
丸
と
な
っ
て
活

動
で
き
る
よ
う
取
組
む
。

③
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化　
　

加
入
者
の
紹
介
を
い
た
だ
く
だ
け

で
は
な
く
、
関
係
団
体
と
Ｗ
ｉ
ｎ

-

Ｗ
ｉ
ｎ
な
関
係
と
な
る
よ
う
取
組

む
。④

時
代
に
合
わ
せ
た
変
革　
　

時
代
の
ト
レ
ン
ド
に
う
ま
く
体
制

を
合
わ
せ
、
美
容
業
界
が
抱
え
る
課

題
解
決
に
向
け
活
動
し
て
い
く
。

こ
れ
ら
の
理
念
を
持
っ
て
活
動
を

行
う
こ
と
で
組
合
の
組
織
力
強
化
、

ひ
い
て
は
美
容
業
界
の
発
展
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

情報交換会の様子福岡美容専門学校での授業
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  ▶ 組合取組事例

―�

組
合
設
立
の
き
っ
か
け
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

平
成
10
年
頃
、
店
舗
で
の
カ
ラ
オ

ケ
歌
唱
に
対
す
る
著
作
権
料
支
払
い

が
使
用
者
に
義
務
付
け
ら
れ
る
と
い

う
、
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
は
大

き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
、
全
国

社
交
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
連

合
会
（
以
下
、
全
社
連
）
及
び
参
加

団
体
が
、
国
へ
の
意
見
書
提
出
な
ど
、

様
々
な
活
動
を
行
っ
た
結
果
、
社
交

飲
食
業
は
著
作
権
料
の
支
払
い
が
２

割
引
に
な
る
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
の
時
、
全
社
連
な
ど
の
活
動
が

な
け
れ
ば
、
こ
う
し
た
恩
恵
は
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
と
組
合

活
動
の
効
果
が
と
て
も
強
く
印
象
に

残
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
動
き
が
あ
っ
た
７
年
後
、

地
元
で
カ
ラ
オ
ケ
店
を
経
営
し
て
い

た
私
の
父
（
現
当
組
合
理
事　
深
田

昌
造
）
は
、
滋
賀
県
全
域
の
ク
ラ
ブ

や
ス
ナ
ッ
ク
等
に
カ
ラ
オ
ケ
機
器
の

販
売
も
行
い
、
各
店
舗
と
つ
な
が
り

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
社
連
か
ら

組
合
設
立
の
打
診
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
話
に
縁
を
感
じ
た
父
は
、
全

社
連
へ
の
恩
返
し
や
組
合
設
立
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
、
平
成
17
年
頃
、

代
表
発
起
人
と
し
て
、
組
合
設
立
に

向
け
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

―�

組
合
設
立
に
向
け
て
活
動
す
る

中
で
苦
労
さ
れ
た
こ
と
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

組
合
設
立
の
条
件
と
し
て
、
滋
賀

県
内
で
風
営
営
業
に
か
か
る
届
出
を

し
て
い
る
店
舖
全
体
の
３
分
の
２
以

上
の
署
名
が
必
要
で
、
非
常
に
高
い

ハ
ー
ド
ル
で
し
た
。

ま
ず
は
、
届
出
を
し
て
い
る
店
舗

リ
ス
ト
を
取
得
し
、
一
店
一
店
に
直

接
伺
い
、
組
合
設
立
へ
の
賛
同
と
加

入
案
内
か
ら
始
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
課
題
と
な
っ
た
の
は
、

移
転
し
て
い
た
り
廃
業
し
て
い
る
店

舗
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
や
、
組
合
の

必
要
性
を
な
か
な
か
理
解
い
た
だ
け

な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

こ
の
厳
し
い
状
況
の
な
か
、
粘
り

強
く
活
動
を
続
け
た
こ
と
で
、
組
合

設
立
活
動
へ
の
賛
同
者
も
徐
々
に
増

え
、
同
じ
業
界
の
仲
間
同
士
で
支
え

あ
う
関
係
が
築
け
た
か
ら
こ
そ
、
諦

め
ず
に
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、
滋
賀
県
生
活
衛
生
営
業
指

導
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ま
が
、
親
切
丁

寧
、
そ
し
て
根
気
強
く
ご
指
導
く
だ

さ
っ
た
こ
と
も
大
変
助
け
に
な
り
ま

し
た
。

こ
う
し
て
、
活
動
を
始
め
て
約
９

年
か
か
り
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
12

月
に
組
合
設
立
の
夢
が
実
現
し
、
45

店
舗
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
は
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

―�

組
合
設
立
後
、
ど
の
よ
う
な
取

組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

組
合
を
設
立
し
た
か
ら
に
は
、

個
々
の
店
舗
で
は
で
き
な
い
、
組
合

な
ら
で
は
の
活
動
が
必
要
だ
と
考
え

ま
し
た
。

当
時
、
社
交
飲
食
業
は
日
本
公
庫

の
融
資
対
象
外
で
あ
る
と
い
う
誤
っ

た
認
識
を
も
つ
方
が
多
く
、
結
果
資

金
調
達
に
苦
し
み
、
経
営
の
安
定
や

多
店
舗
展
開
が
で
き
な
い
状
況
に
あ

り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
日
本
公
庫
の
融
資
を
、

組
合
内
外
に
幅
広
く
紹
介
し
て
い
く

彦根ばやし総おどり大会に参加

「組合だからこそできる」活動で
生衛業を全力支援！

～滋賀県で３５年ぶりの組合新設～
滋賀県社交飲食業生活衛生同業組合
平成２６年１２月、滋賀県に新しい生衛組合が３５年ぶりに誕生しまし

た。数多いハードルを乗り越えるなか、設立活動への賛同者も徐々に増え、
９年越しの夢の実現にこぎつけました。組合の設立に携わった、事務局長
の深田昌雄さんに設立の経緯や組合の取組みなどを伺いました。
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こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
組
合
へ
の
問
い
合

わ
せ
が
増
え
て
き
て
お
り
、
日
本
公

庫
の
融
資
を
き
っ
か
け
に
、
組
合
に

加
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
個
々
の
店
舗
で
は
難
し
い
、

大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
た

集
客
サ
ポ
ー
ト
に
も
取
組
ん
で
い
ま

す
。今

年
の
８
月
に
第
一
回
「
ひ
こ
ね

ナ
イ
ト
バ
ル
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
、

彦
根
市
の
歓
楽
街
、
通
称
「
袋
町
」

で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、「
色
々
な
お
店
を
気
軽

に
飲
み
歩
こ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

開
催
期
間
40
日
、
計
42
店
舗
が
参
加

し
、
各
店
舗
の
Ｐ
Ｒ
や
地
域
活
性
化

を
目
指
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

チ
ケ
ッ
ト
は
１
０
，
０
０
０
円
／

１
セ
ッ
ト
（
２
，
０
０
０
円
の
プ
レ

ミ
ア
付
・
１
，
０
０
０
円
×
12
枚
）

で
販
売
し
、
参
加
店
ご
と
に
設
定
さ

れ
た
枚
数
（
多
く
の
店
舗
は
３
～
４

枚
）
の
チ
ケ
ッ
ト
の
み
で
利
用
が
で

き
、
多
く
の
店
舗
を
利
用
し
て
も
ら

え
る
仕
組
み
と
し
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
組
合
員
店
舗
以

外
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
、
県
や
市

と
も
連
携
を
図
っ
た
事
で
、
地
域
一

体
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
大
成
功
し
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
組

合
の
活
動
に
共
感
し
て
も
ら
っ
た
新

し
い
仲
間
が
加
入
し
た
事
は
大
き
な

成
果
で
す
。

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
経

営
安
定
に
向
け
た
情
報
提
供
な
ど
を

通
じ
て
、
個
々
の
店
舗
が
元
気
に
な

る
こ
と
で
、
組
合
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

―�
今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

当
初
45
店
舗
で
ス
タ
ー
ト
し
た
組

合
で
す
が
、
組
合
活
動
を
通
じ
て
少

し
ず
つ
仲
間
が
増
え
て
お
り
、
現
在

は
65
店
舗
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
生
衛
業
者
の
身
近
な
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
組
合
員
の
満
足

度
向
上
に
向
け
て
取
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　

ま
た
、
２
０
１
７
年
度
に
福
井
県

で
開
催
予
定
の
社
交
飲
食
業
の
全
国

大
会
に
も
積
極
的
に
協
力
し
、
当
組

合
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

第一回「ひこねナイトバル」の開催
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  ▶ 組合取組事例

グルメイベントで沖縄を盛り上げる！
～独自の食文化を地域資源として最大限に活用～
沖縄県飲食業生活衛生同業組合
沖縄県飲食業生活衛生同業組合は、「コザＡランチ選手権」や「Ｃ ‐ １

～ちゃたん～グルメバトル」など、独自の食文化を打ち出したグルメイ
ベントの開催を通じて地域を元気にする活動を展開しています。鈴木洋
一理事長に活動内容を伺いました。

―
活
動
の
背
景
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

沖
縄
に
は
、
ゴ
ー
ヤ
ー
チ
ャ
ン
プ

ル
ー
や
ソ
ー
キ
そ
ば
を
は
じ
め
と
し

て
全
国
で
広
く
知
ら
れ
る
独
自
の
食

文
化
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
以
外

に
も
魅
力
的
な
メ
ニ
ュ
ー
が
沢
山
あ

る
の
も
事
実
。
そ
う
い
っ
た
沖
縄
な
ら

で
は
の
「
食
の
魅
力
」
を
地
域
資
源
と

と
ら
え
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通
じ
て

広
く
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
、
国
内
外

か
ら
人
が
集
ま
り
、
沖
縄
が
盛
り
上

が
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
組
合
員
の
お
店

の
た
め
に
も
な
る
。
そ
う
考
え
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。
現
在
、
組
合
が
開

催
し
て
い
る
主
な
イ
ベ
ン
ト
に
は
「
コ

ザ
Ａ
ラ
ン
チ
選
手
権
」、「
Ｃ‐

１
〜

ち
ゃ
た
ん
〜
グ
ル
メ
バ
ト
ル
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

―�「
コ
ザ
Ａ
ラ
ン
チ
選
手
権
」に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

戦
後
に
沖
縄
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
考
案

さ
れ
定
番
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る

「
Ａ
ラ
ン
チ
」
に
つ
い
て
、
沖
縄
独
自

の
食
文
化
と
し
て
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
と

と
も
に
、
発
祥
の
地
コ
ザ
（
現
・
沖
縄

市
）
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
始
め
た
イ
ベ

ン
ト
で
す
。「
Ａ
ラ
ン
チ
」
と
は
、
一

つ
の
お
皿
に
ハ
ン
バ
ー
グ
、
チ
キ
ン
、

カ
ツ
レ
ツ
や
エ
ビ
フ
ラ
イ
な
ど
の
揚

げ
物
、
ラ
イ
ス
、
サ
ラ
ダ
な
ど
幾
つ
も

の
料
理
が
盛
り
付

け
ら
れ
て
い
る
も

の
で
、
沖
縄
な
ら

で
は
の
メ
ニ
ュ
ー

で
す
。

第
１
回
目
は
、

平
成
23
年
10
月
23

日
、
沖
縄
市
コ
ザ

運
動
公
園
に
て
開

催
し
、
市
内
外
の

８
店
舗
が
自
慢
の

Ａ
ラ
ン
チ
を
出
品

し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
開
催
を
続
け
、

平
成
27
年
３
月
の
第
５
回
で
は
、
約

１
万
人
を
集
客
す
る
こ
と
が
で
き
大

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
出
品
さ
れ
る

「
Ａ
ラ
ン
チ
」
は
、
昔
な
が
ら
の
も
の

だ
け
で
な
く
、
ヘ
ル
シ
ー
な
ベ
ジ
タ
ブ

ル
メ
ニ
ュ
ー
や
、
が
っ
つ
り
と
し
た
ス

テ
ー
キ
を
乗
せ
た
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、
開

催
を
重
ね
る
な
か
で
も
参
加
者
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
様
々
な
工
夫

が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

―��「
Ｃ‐

１
〜
ち
ゃ
た
ん
〜
グ
ル
メ
バ
ト

ル
」に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

観
光
協
会
と
協
力
し
、
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
北
谷
町
（
ち
ゃ
た
ん
ち
ょ

う
）
を
食
で
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
北

谷
の
ロ
ー
マ
字
頭
文
字
の
Ｃ
を
取
り
、

「
今
年
の
C
h
a
t
a
n
の
〝
ま
ち
メ

シ
”
決
定
戦
」
と
銘
打
ち
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

第
１
回
目
は
平
成
23
年
２
月
12
・
13

の
両
日
、
北
谷
町
北
谷
公
園
野
球
場
前

で
町
内
の
飲
食
店
12
店
舗
が
出
店
。
第

２
回
目
か
ら
は
、「
審
査
員
は
あ
な
た

で
す
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
30

店
舗
が
出
店
し
ま
し
た
。
投
票
の
仕
方

は
「
投
票
割
り
ば
し
」
で
投
票
し
、
重

さ
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
す
る
方
法

に
工
夫
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
11
月

に
開
催
し
た
第
６
回
で
は
２
日
間
で

３
万
４
千
人
が
来
場
、
北
谷
ら
し
い
多

国
籍
の
料
理
が
並
び
、
来
場
者
の
方
に

は
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま

す
。
な
お
、
チ
ケ
ッ
ト
は
３
食
分
で

1
，
0
0
0
円
と
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ａランチ（600円） コザＡランチ選手権表彰後の記念撮影

コザＡランチ会場の様子

C-1 ～ちゃたん～グルメバトルの様子
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―��

グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
で
苦
労
し

た
こ
と
は
何
で
す
か
。

組
合
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
向
け

て
委
員
会
を
設
置
し
、
企
画
、
店
舗
の

募
集
・
選
定
、
チ
ラ
シ
の
作
成
・
配
布
、

チ
ケ
ッ
ト
販
売
、
衛
生
面
な
ど
幅
広
い

項
目
に
つ
い
て
何
度
も
協
議
を
重
ね

て
き
ま
し
た
が
、
特
に
苦
労
し
た
の
は

集
客
で
す
。
立
地
面
で
は
、
大
型
商

業
施
設
の
近
辺
や
、
地
元
の
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

の
試
合
会
場
と
併
設
し
た
場
所
で
の

開
催
な
ど
、
人
が
集
ま
り
や
す
い
よ
う

に
知
恵
を
絞
り
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
面

で
は
、
物
産
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や
子
供

た
ち
の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
・
フ
ラ
ダ
ン

ス
・
エ
イ
サ
ー
な
ど
の
舞
台
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
、
話
題
性
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ

を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
集
客

の
工
夫
を
は
じ
め
様
々
な
試
行
錯
誤

を
行
い
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
よ
り
よ

い
形
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

―��

グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト
の
他
に
ど
の
よ
う

な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

組
合
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
も

組
織
の
強
化
は
重
要
で
す
。
平
成
27
年

に
は
組
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
刷
新
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
主
な
ポ
イ
ン
ト

は
、
組
合
へ
加
入
す
る
こ
と
の
意
義
や

メ
リ
ッ
ト
の
説
明
を
、
沖
縄
の
偉
人
た

ち
に
よ
る
「
う
ち
な
ー
ぐ
ち
（
沖
縄
方

言
）」
を
使
い
、
加
入
メ
リ
ッ
ト
毎
に

１
ペ
ー
ジ
完
結
型
ス
ト
ー
リ
ー
の
マ

ン
ガ
形
式
と
し
た
こ
と
で
す
。

出
来
上
が
っ
た
も
の
を
A
3
二
つ

折
り
カ
ラ
ー
で
１
万
部
作
成
し
、
保
健

所
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
非
組
合
員

４
千
店
舗
へ
郵
送
し
た
こ
と
に
加
え
、

各
支
部
か
ら
電
話
等
に
よ
る
加
入
案

内
も
実
施
し
ま
し
た
。
結
果
、
問
い
合

わ
せ
が
増
加
し
、
新
規
組
合
加
入
者
が

増
え
る
な
ど
効
果
も
出
て
き
て
い
ま

す
。―��

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

現
在
、
沖
縄
で
は
国
内
外
か
ら
の
観

光
客
が
増
加
し
観
光
関
連
が
好
調
で

す
が
、
飲
食
店
の
求
人
難
、
人
材
不
足

等
の
問
題
を
抱
え
る
店
舗
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
組
合
と
し
て
は
、
外
国

人
留
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が

多
い
こ
と
に
着
目
し
、
組
合
員
店
舗
へ

推
薦
す
る
こ
と
な
ど
を
考
え
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
組
合
員
の
経
営
課
題
解

決
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
役
割
を
発

揮
し
、
今
後
も
引
き
続
き
グ
ル
メ
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
開
催
を
通
じ
て
地
域
活

性
化
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

更新した組合パンフレット
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―�

地
震
発
生
時
の
状
況
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

４
月
14
日
の
前
震
に
よ
る
被
害
の

原
状
回
復
も
ま
ま
な
ら
な
い
な
か
、

４
月
16
日
未
明
に
本
震
が
発
生
し
ま

し
た
。

16
日
の
朝
、
恐
る
恐
る
出
勤
し
て

み
る
と
、
ど
う
に
か
大
正
13
年
創
建

の
建
物
は
無
事
で
し
た
が
、
事
務
所

内
は
電
話
線
が
切
れ
、
パ
ソ
コ
ン
や

プ
リ
ン
タ
ー
は
床
に
落
下
、
書
類
は

散
乱
し
、
前
震
の
時
よ
り
も
さ
ら
に

酷
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。　

途
方
に
暮
れ
な
が
ら
も
、
何
と
か

気
を
立
て
直
し
「
今
、
何
を
す
べ
き

か
」
を
考
え
、
ま
ず
は
組
合
員
施
設

の
営
業
状
態
の
把
握
が
最
優
先
と
思

い
、
す
ぐ
に
そ
の
作
業
に
取
り
掛
か

り
ま
し
た
。

余
震
が
続
く
な
か
、
電
話
回
線
の

不
具
合
な
ど
連
絡
が
と
り
づ
ら
い
状

況
で
し
た
が
、
４
月
29
日
に
は
何
と

か
全
組
合
員
4
1
6
施
設
の
現
状

把
握
が
完
了
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
阿
蘇
地
域
、
熊
本
市

内
、
八
代
地
域
に
あ
る
2
3
2
施

設
の
う
ち
、
約
６
割
の
1
4
4
施

設
が
休
業
ま
た
は
部
分
営
業
状
態
と

判
明
し
、
被
害
の
大
き
さ
を
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
併
行
し
て
、
熊
本
の
事
業

者
の
営
業
状
態
な
ど
を
調
査
す
る
国

や
県
、
取
材
す
る
マ
ス
コ
ミ
へ
の
対

応
や
、
復
旧
作
業
の
た
め
の
工
事
関

係
者
へ
の
宿
泊
施
設
紹
介
な
ど
、
毎

日
、
目
が
回
る
ほ
ど
の
忙
し
さ
で
、

こ
の
時
ほ
ど
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
必
要

性
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
被
災
し
た
組
合
員
施
設
は
存
続

で
き
る
の
か
」、「
組
合
組
織
の
将
来

は
ど
う
な
る
の
か
」
な
ど
、
不
安
で

い
っ
ぱ
い
の
中
、
い
ち
早
く
日
本
公

庫
熊
本
支
店
の
藤
原
事
業
統
轄
を
は

じ
め
と
し
た
支
店
の
方
々
が
、
貴
重

な
飲
料
水
を
持
っ
て
事
務
所
に
来
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
場
で
当
組

合
に
対
し
て
総
力
を
挙
げ
た
支
援
を

確
約
し
て
頂
い
た
こ
と
は
大
き
な
励

み
に
な
り
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

―�

地
震
発
生
後
の
組
合
の
活
動
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

当
組
合
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発

生
を
教
訓
に
、
２
０
１
４
年
３
月
に

熊
本
県
と
の
間
で
「
災
害
時
に
お
け

る
宿
泊
施
設
等
の
提
供
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
避
難
所
で
の
生
活

が
難
し
い
高
齢
者
・
障
害
者
の
方
や
、

自
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
方
を
対
象

に
、
熊
本
県
が
利
用
料
金
を
負
担
し

無
償
で
組
合
員
施
設
へ
受
け
入
れ
、

宿
泊
や
食
事
・
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。
地
震

直
後
か
ら
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
被

災
者
の
受
け
入
れ
が
可
能
な
施
設
を

調
査
し
た
結
果
、
1
1
3
施
設
か
ら

受
け
入
れ
可
能
と
手
が
あ
が
り
ま
し

た
。そ

の
う
ち
、
計
52
施
設
で
受
け
入

れ
を
行
い
、
受
け
入
れ
た
被
災
者
の

数
は
、
９
月
末
現
在
で
、
延
べ
１
７
，

災害対応に存在感を発揮
～被災者や組合員に寄り添った活動～

 熊本県旅館ホテル生活衛生同業組合

熊本県旅館ホテル生活衛生同業組合では、熊本地震発生直後から、被災者に対する組合員施設への
無償受け入れや組合員の営業施設復旧に向けたサポートなど被災者に寄り添った支援を続けていま
す。地震当日から中心となって現場対応されてきた、事務局長の林田祐典さんに、地震発生時の状況
やこれまでの取組みについて伺いました。

地震で被害を受けた熊本城
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１
１
５
名
と
な
り
、「
長
期
に
わ
た
っ

て
家
族
で
滞
在
さ
せ
て
も
ら
い
、
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
」、

「
ゆ
っ
く
り
と
大
浴
場
で
お
風
呂
に

つ
か
る
こ
と
が
で
き
、
心
の
傷
が
癒

さ
れ
た
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
お
礼

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

組
合
と
し
て
も
、
避
難
生
活
で
落

ち
着
く
場
所
も
な
く
苦
労
し
て
い
る

方
に
、
少
し
で
も
ゆ
っ
く
り
と
過
ご

せ
る
場
所
を
提
供
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―�

組
合
員
向
け
に
は
、ど
の
よ
う
な

サ
ポ
ー
ト
を
さ
れ
た
の
か
教
え
て

く
だ
さ
い
。

多
く
の
組
合
員
施
設
は
、
営
業
設

備
の
破
損
な
ど
が
あ
り
、
施
設
を
再

稼
働
さ
せ
る
た
め
に
は
壊
れ
た
設
備

の
早
期
復
旧
が
必
要
な
状
態
で
し
た
。

ま
た
、
予
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル
も
相
次

ぎ
、
今
後
の
経
営
を
不
安
視
す
る
声

が
数
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
日
本
公
庫
は
熊
本

地
震
で
被
害
を
受
け
た
事
業
者
向
け

の
特
別
相
談
窓
口
の
設
置
や
、
災
害

復
旧
貸
付
の
取
扱
い
を
開
始
す
る
な

ど
、
被
災
者
支
援
に
迅
速
に
動
き
出

し
て
い
ま
し
た
。

組
合
員
の
早
期
復
旧
に
は
資
金
調

達
が
不
可
欠
で
す
。
そ
こ
で
、
日
本

公
庫
と
連
携
し
て
融
資
の
説
明
会
を

設
定
し
、
５
月
に
は
、
被
害
が
大
き

か
っ
た
阿
蘇
地
域
の
組
合
員
を
対
象

に
阿
蘇
市
で
、
６
月
に
は
、
全
組
合

員
を
対
象
に
熊
本
市
で
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
多
く
の
組
合
員
が
参
加

し
、
そ
の
場
で
日
本
公
庫
の
担
当
者

に
、
具
体
的
な
融
資
相
談
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
で
、
大
変
好
評
で

し
た
。

ま
た
、
融
資
相
談
か
ら
融
資
の
実

行
ま
で
す
み
や
か
に
対
応
し
て
い
た

だ
い
た
お
か
げ
で
、
組
合
員
施
設
の

早
期
復
旧
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
グ
ル
ー
プ
補
助

金
や
雇
用
調
整
助
成
金
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
開
催
し
、
組
合
員
へ
の
情

報
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

―�

現
在
の
状
況
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

組
合
員
の
営
業
状
態
は
、
休
業
中

の
33
施
設
を
除
き
徐
々
に
通
常
営
業

に
戻
っ
て
き
て
お
り
、
７
月
か
ら
の

「
九
州
ふ
っ
こ
う
割
」
発
売
が
夏
休

み
期
間
中
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

夏
場
の
宿
泊
数
は
例
年
の
７
割
近
く

に
戻
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
ま
だ
に
余
震
も
続
く

た
め
、
熊
本
県
全
体
で
本
格
的
な
観

光
客
誘
致
活
動
を
行
う
に
は
、
ま
だ

ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

今
回
の
熊
本
地
震
は
、
建
物
、
道

路
、
鉄
道
、
橋
、
ト
ン
ネ
ル
は
も
と

よ
り
、
壮
大
な
阿
蘇
の
山
肌
に
大
き

な
爪
痕
を
残
し
、
熊
本
城
を
は
じ
め

阿
蘇
神
社
な
ど
、
観
光
の
基
盤
で
あ

る
多
く
の
地
域
文
化
財
に
も
甚
大
な

被
害
を
与
え
ま
し
た
。

今
後
余
震
が
終
息
に
向
か
い
、
県

や
市
町
村
の
新
た
な
観
光
戦
略
が
明

示
さ
れ
た
と
き
、
よ
う
や
く
宿
泊
産

業
に
も
将
来
展
望
が
開
け
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
、
当
組
合
に
対
し
全
国
各

地
よ
り
数
多
く
の
お
見
舞
い
と
励
ま

し
の
声
が
届
き
ま
し
た
。
誌
上
を

も
っ
て
御
礼
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

がけ崩れによる被害があった垂玉温泉全壊した阿蘇神社復旧工事中の組合員施設
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「
第
一
一
回
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
東
京
２
０
１
６
」
に
は
、
全
国
か
ら

六
八
一
の
農
業
者
、
食
品
製
造
業
者
、

六
次
化
支
援
技
術
を
提
供
す
る
事
業
者

が
出
展
し
、
入
場
者
数
は
過
去
最
多
で

あ
っ
た
昨
年
の
第
一
〇
回
記
念
開
催
と

ほ
ぼ
同
じ
一
四
四
一
〇
名
と
盛
況
に
な

り
ま
し
た
。

当
日
は
、
全
国
飲
食
業
生
活
衛
生

同
業
組
合
連
合
会
の
森
川
会
長
を
は
じ

め
、
東
京
都
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組

合
、
東
京
都
社
交
飲
食
業
生
活
衛
生
同

業
組
合
、
全
国
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ

ン
タ
ー
、
静
岡
県
生
活
衛
生
営
業
指
導

セ
ン
タ
ー
の
皆
様
が
、
日
本
公
庫
の
岡

部
常
務
取
締
役
の
案
内
の
も
と
各
ブ
ー

ス
を
視
察
し
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら
は
、

「
全
国
各
地
の
特
徴
的
な
農
産
物
を
一
度

に
見
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
自
店
の
新

メ
ニ
ュ
ー
開
発
の
参
考
に
し
た
い
」
な

ど
ご
好
評
の
声
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

二
〇
一
七
年
二
月
に
は
、
第
一
〇

回
「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
大
阪

２
０
１
７
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
（
詳

細
は
下
記
の
と
お
り
。
第
一
四
回
「
シ
ー

フ
ー
ド
シ
ョ
ー
大
阪
」
も
同
時
開
催
）。

生
活
衛
生
関
係
営
業
の
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第10回アグリフードＥＸＰＯ大阪2017開催のご案内
会期：2017年 2月22日（水）10：00～17：00
 　　 2017年 2月23日（木）10：00～16：00 
会場：ATCアジア太平洋トレードセンター
（大阪府大阪市住之江区南港北2-1-10）

年

１２月７日（水）
１４ ００～１７００（受付：１３：４０～）

定員：先着 名

≪参加費：無料≫
会場：株式会社ぐるなび ぐるなび大学東京会場

（東京都千代田区有楽町 東宝日比谷ビル ）

国内需要が低迷するなか、２０１５年の訪日外国人は約

２千万人と、訪日外国人市場が急激に拡大しています。 

本セミナーでは、事業者の皆さまが訪日外国人を誘客す

る上で課題となっている必要な態勢整備や効果的な誘客

方法を学んでいただくとともに、実際に、ぐるなびが提供する

「自店メニューの多言語対応化ツール」を体験していただく

ことで実践的なノウハウを身につけていただけます。 

◆セミナー概 要  

【講師紹介】 【講師プロフィール】 

旅行会社にて訪日旅行市場のマー

ケティング、宿泊施設の販促等に携わ

った経験を含め、観光業・サービス業

に約 20 年間従事。世界一の観光大

国であるフランスのエセック経済商科

大学院大学にて国際ホテル経営学

修士（MBA）を取得。 

現在は、主に観光業・サービス業の

事業者を対象にマーケティング戦略や

外国人対応等の支援を行う。 

井上 朋子（イノウエ トモコ） 氏 
中小企業診断士、フードツーリズム・コンサルタント、日英翻訳家 

飲食業を営む方必見！ 

訪日外国人向けの態勢整備をしたいという方に 

おすすめの内容です！ 

☑ 訪日外国人誘客の際の注意点を知りたい！ 

☑ 外国語は苦手だが 

言語対応を工夫し受け入れたい！ 

≪主催≫株式会社日本政策金融公庫 国民生活事業本部
≪共催≫株式会社ぐるなび
≪後援≫厚生労働省、全国生活衛生営業指導センター、全国生活衛生同業組合中央会

≪お問い合わせ先≫ 

日本政策金融公庫 国民生活事業本部 生活衛生融資部 

TEL ０３－３２７０－１６５２ FAX ０３－３２７０－７６５０ 株式会社ぐるなび 

【企業プロフィール】 

1996 年の事業開始から、食のトー

タルサイト・レストランのサポーターとし

て常に価値あるサービスを展開。現在

では全国157,000店（2016年6月末

現在）の飲食店と 1,436 万人（2016

年 9 月 1 日現在）の会員数を誇る日

本最大級のグルメ情報サイト。 

×
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トピックス　日本公庫は、国産農産物をテーマとした全国規模の展示商談会「第 11 回アグ
リフード EXPO 東京２０１６」を８月 18 日（木）～８月 19 日（金）に東京ビッ
グサイトで開催しました。
　当ＥＸＰＯには、生活衛生同業組合、生活衛生営業指導センターの皆様にもご
参加いただきましたので、その様子をご紹介します。

第１１回アグリフードＥＸＰＯ東京2016開催！
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タルサイト・レストランのサポーターとし

て常に価値あるサービスを展開。現在

では全国157,000店（2016年6月末

現在）の飲食店と 1,436 万人（2016

年 9 月 1 日現在）の会員数を誇る日

本最大級のグルメ情報サイト。 

×

トピックス　日本公庫は、国産農産物をテーマとした全国規模の展示商談会「第 11 回アグ
リフード EXPO 東京２０１６」を８月 18 日（木）～８月 19 日（金）に東京ビッ
グサイトで開催しました。
　当ＥＸＰＯには、生活衛生同業組合、生活衛生営業指導センターの皆様にもご
参加いただきましたので、その様子をご紹介します。

第１１回アグリフードＥＸＰＯ東京2016開催！

日本公庫からのお知らせ



お子さまの進学・在学を応援します！

ご融資額

金利

返済期間

（27年11月10日現在）

お子さま１人あたり350万円以内

年2.05％ 固定金利

15年以内

※外国の短大、大学、大学院に１年以上在籍する資金として利用する場合は、450万円以内

※母子家庭、父子家庭または世帯年収（所得）200万円（122万円）以内の方は、年1.65％

※交通遺児家庭、母子家庭、父子家庭または世帯年収（所得）200万円（122万円）以内の方は18年以内

国の教育ローン詳しくはWEBで！教育ローンコールセンター

※お客さまが加入されている電話でご利用いただけない
　場合は、03-5321-8656におかけください。

0570-008656

お気軽にご相談ください！

日本公庫国の教育ローン

生活衛生だより 第 181 号  平成 28 年 4月 1日発行（季刊） 
発行所 株式会社 日本政策金融公庫 国民生活事業本部 生活衛生融資部 

    〒100-0004 東京都千代田区大手町 1-9-4 大手町フィナンシャルシティノースタワー

TEL.03-3270-1653 FAX.03-3270-7650 http://www.jfc.go.jp/ 

経営課題の解決に取り組む

生活衛生関係営業のみなさまを応援します！

日本公庫の生活衛生改善貸付
無担保・無保証人の融資制度で、返済期間に関わらず利率が一定です。

※ 小規模事業者（従業員５名（旅館業および興行場営業は 名）以下）であって、原則として６ヵ月以上、生活衛生同業組合等から経営指導

を受けていることなど一定の要件を満たした上で生活衛生同業組合等の長の推薦を受けることが必要です。

 例えば、５００万円（設備資金 万円、運転資金 万円）を借入、７年返済にすると…

⇒ 適用利率は年 ％、借入当初のご返済額は約７万円（注）です。

（注） 元金と利息の合計額です。元金均等返済の支払利息はお借入残高に応じて変動します。

ご相談は

お気軽に

ご相談は、生活衛生同業組合、生活衛生営業指導センターまたは日本政策金融公庫国民生

活事業の窓口までお気軽にどうぞ。

なお、審査の結果、お客さまのご希望に沿えないことがあります。

ご融資額 万円以内（ご返済期間：設備資金 年以内、運転資金７年以内）

利率 年１．１６％（平成 年 月 日現在）

お借入利率は金融情勢によって変動いたしますので、記載されている利率とは異なる場合がございます。

担保・保証人 不 要

https://www.jfc.go.jp/ ※電話番号のお掛け間違いにご注意ください。

  
照明をＬＥＤ化し 

光熱費を削減したい 

い 

高齢者が安心して来店できる

お店にしたい 

外国人観光客を呼び込みたい 

開店 10 周年の 

記念イベントを行うため 

DM を発送したい 
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※電話番号のお掛け間違いにご注意ください。
受付／平日9：00～19：00

事業資金相談ダイヤル


